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平成２３年１０月２０日(木）発行

宮城県仙台塩釜港湾事務所

ふふふふ頭頭頭頭のののの本格復旧工事本格復旧工事本格復旧工事本格復旧工事ががががスタートスタートスタートスタート

仙台塩釜港の高砂コンテナターミナルで

は，８月から２号岸壁の災害復旧工事が国に

より着手され，昼夜３交代で本格的に行われ

ています。

また，県でも，岸壁背後の被災コンテナの

撤去やヤード内の舗装，電気設備等の復旧作

業を同時に進めており，震災で中断している

大型コンテナ船の再就航を目指して，１１月

末までには岸壁延長330mのうち270mが使用可

能になるよう鋭意取り組んでいます。

一方，塩釜港区も含めて，その他のふ頭に

ついては，震災直後から県が応急的な仮復旧

を行い，船舶の接岸や荷役作業が可能な状態

にしておりましたが，いよいよ１０月から仙

台港区の中野１号～４号ふ頭岸壁の本格復旧

工事が国により着手されました。

今後，工事が終了するまでの間，港湾利用

者の皆様にはいろいろご不便をおかけするこ

とになりますが，ご理解とご協力をお願いし

ます。

●高砂コンテナターミナル復旧工事

仙台塩釜港仙台塩釜港仙台塩釜港仙台塩釜港のののの災害査定災害査定災害査定災害査定をををを実施中実施中実施中実施中

前回の第３号でもお知らせしていましたが，

現在，港湾施設の本格復旧に向けて，国が復

旧事業に対して負担すべき費用を査定する災

害査定も精力的に実施されており，早期の査

定終了とともに，工事着工を目指しています。

なお，査定に当たっては，ふ頭内で測量や

調査も行いますので，関係者の皆様のご理解

とご協力をお願いします。

●門司港から提供されたストラドルキャリア

コンテナコンテナコンテナコンテナ作業作業作業作業のののの機械機械機械機械がががが着着着着々々々々とととと復旧復旧復旧復旧

コンテナヤード内でコンテナを運搬すると

きに「ストラドルキャリア」という専用の機

械を使っていましたが，先の震災により被災

して全部使えなくなってしまいました。これ

に対して，８月から９月にかけて名古屋港，

博多港及び門司港の関係者から仙台塩釜港の

復興のためにストラドルキャリア４台を無償
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で提供していただきました。他港の皆様に感

謝申し上げます。お陰様で，地元荷役業者に

よる復旧分と合わせ震災前の処理能力まで近

づいてきました。

コンテナをコンテナ船に積み降ろしすると

きに使う「ガントリークレーン」も震災によ

り４基全て使えなくなってしまいましたが，

年９月５日にまず２号機が使えるようになり

ました。残り３基も順次使えるように復旧を

進めていきます。

現時点ではガントリークレーンの復旧予定

は次のとおりです。

４号機：平成２３年１１月下旬

１号機：平成２３年１２月上旬

３号機：平成２４年３月末

●復旧したガントリークレーン２号機

コンテナコンテナコンテナコンテナ国際定期航路 復活国際定期航路 復活国際定期航路 復活国際定期航路 復活！！！！

９月３０日，震災後に寄港が停止されてい

たコンテナ国際定期航路のうち，中国や韓国

と結ぶ南星海運㈱の航路が再開され，「STAR U

NIX」号が第１船として寄港しました。毎週１

便，韓国の釜山港や中国の大連港，青島港と

直接結ばれるほか，釜山港を経由して、中国

やベトナム，タイとの輸出入も可能になりま

した。

６月から再開していた内航フィーダー航路

による京浜港経由での輸出入と合わせて荷主

の方々の選択肢が広がってきました。

震災前に仙台塩釜港に寄港していたコンテ

ナ国際定期航路は５航路ありました。今後は

残る国際航路の再開も期待しています。

●外航コンテナ復活第１船「STAR UNIX」号

●南星海運㈱への花束贈呈

日本初日本初日本初日本初のののの４５４５４５４５フィートコンテナフィートコンテナフィートコンテナフィートコンテナ実用化実用化実用化実用化

世界的には４５フィートコンテナが主流で

すが，日本国内では従前４０フィートまでの

コンテナしか公道輸送ができませんでした。

４５フィートコンテナを使うことにより，軽

くてかさばる荷物の輸送コストが低減し，荷

主企業のメリット増大が期待されます。
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今年３月に，宮城県が国から「公道で４５フ

ィートコンテナを輸送できる」旨の構造改革

特区の認定を受け，９月から岩沼市内のタイ

ヤ工場から仙台塩釜港まで４５フィートコン

テナによる国内初の公道輸送が始まり，９月

１５日には最初の北米向け輸出が行われまし

た。

４５フィートコンテナ使用によるコスト低

減は荷主や取扱貨物量が増えることによりそ

の特性がますます発揮されます。本県ではさ

らなる利用拡大に向けて，特に輸入で４５フ

ィートコンテナを利用する企業を募集してい

ますので，関心のある方は宮城県土木部港湾

課振興班（電話：０２２－２１１－３２２１）

までお問い合わせください。

●コンテナの比較（上段は40ﾌｨｰﾄ，下段は45ﾌｨｰﾄ）

●４５フィートコンテナの初出港

仙台国際貿易港体験仙台国際貿易港体験仙台国際貿易港体験仙台国際貿易港体験・・・・視察視察視察視察セミナーセミナーセミナーセミナー実施実施実施実施

仙台国際貿易港整備利用促進協議会では，

物流コスト削減や環境配慮に向けた取組みの

参考としていただくため，１０月２５日に「仙

台塩釜港体験・視察セミナー」を実施します。

平成２３年度は「東日本大震災からの復旧・

復興」をテーマに，講演のほか，モータープ

ールやコンテナヤードの復旧状況を体感して

いただくため，多彩なデモンストレーション

が行われます。ストラドルキャリアやガント

リークレーンの稼働などが行われますが，そ

の状況は次号でお知らせします。本セミナー

の詳細は，仙台市経済局産業振興課（電話：

０２２－２１４－８２７６）までお問い合わ

せください。

燃料供給燃料供給燃料供給燃料供給のののの要 塩釜港区要 塩釜港区要 塩釜港区要 塩釜港区のののの油槽所油槽所油槽所油槽所

１０月８日，政府は東日本大震災の教訓を

踏まえて大規模災害への備えを強化するため

に，石油製品の備蓄拠点を拡大する方針を固

めました。その中で，仙台塩釜港塩釜港区に

ある出光興産塩釜油槽所が国家備蓄拠点とし

て指定される見通しになりました。

●出光興産塩釜油槽所
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震災直後はガソリン等の燃料不足が社会問

題となり復興の足かせにもなりました。しか

し，塩釜港区は古来からの地形ゆえ油槽所の

被災が軽微であったため，いち早く国と県に

よる航路の啓開作業を重点的に進め，震災

１０日後の３月２１日には震災後初めてタン

カーが入港して燃料供給が再開し，地域全般

の早期復旧に大変役立ちました。

●塩釜港区の油槽所群

みなとのみなとのみなとのみなとの交通安全交通安全交通安全交通安全にごにごにごにご協力協力協力協力をををを

震災により沿岸部の道路は，路面が流出し

たり，段差や亀裂が生じ，信号機や照明灯，

標識なども倒壊，流出するなど，甚大な被害

を受けました。

仙台塩釜港内の道路や周辺の幹線道路につ

いては，震災直後から震災廃棄物（瓦礫）の

撤去や応急処置を進め，現在まで警察による

信号機もほぼ復旧しましたが，完全に安全な

状態とはいえません。

特に，道路側溝の蓋については，相当数津

波で流出したため，現在，その箇所にバリケ

ードやロープ，セフティコーンなどを設置し

て安全対策を講じておりますが，道路の災害

復旧工事が終了するまでの暫くの間，この状

態が続きます。

二輪車も含めて港湾内の道路を通行される

際には，路面の状態や路肩には十分注意され

ますようお願いします。

●復旧間近な信号機

●路肩にはご注意お願いします

編集事務局編集事務局編集事務局編集事務局がががが変変変変わりましたわりましたわりましたわりました

創刊号から第３号までは宮城県土木部港湾

課が事務局でしたが，今回の第４号からは仙

台塩釜港湾事務所になります。お問い合わせ

は下記までお願いします。

〒983-0001 仙台市宮城野区港三丁目１－３

アクセル５階

TEL:022-254-3132(港政班直通)

FAX:022-254-3136

E-mail: sdsgkowns@pref.miyagi.jp


